
需要不安で急落地合に、一時100ドルに迫る
NY原油先物相場は、1バレル＝107ドル台まで急落する展開になった。各国がインフレ対策で強力な利

上げに踏み切る中、実体経済が耐えられずにリセッション（景気後退）に向かうとの懸念が強くなって

いる。需要環境の悪化リスクからコモディティ相場全体が大きく下押しされているが、原油相場も6月

22日安値は101.53ドルに達し、5月11日以来の安値を更新している。

6月22日と23日にパウエル米連邦準備制度理事会（FRB）議長の議会証言が行われているが、インフレ

抑制に「無条件」でコミットする方針を確認している。リセッションを回避した状態でインフレ抑制を

実現することが難しくなっていることを認めるも、あくまでもインフレ抑制を最優先する考えを示して

いる。米国以外でも各国が利上げ対応に踏み切っているが、急激な利上げによってインフレ抑制より前

に実体経済が大きく崩れ始めるリスクが警戒されている。需要不安から鉄鉱石や非鉄金属相場なども急

落しているが、原油相場も大きく下押しされる展開になっている。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（6月17日時点）は、システムトラブルの影響で発表されず。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成
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需要不安と供給不安の綱引き続く、値ごろ買いの有無に注目
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【展望】

需要不安が急激に高まる中、前週に続いて下値不安を抱えた

地合になる。特に米金融当局者からタカ派の発言が聞かれる、

経済指標の下振れ傾向が目立つといった動きがみられると、

改めて100ドルの節目割れを試す可能性がある。「供給不

安」と「需要不安」を同時に抱えているため不安定な地合が

続き易いが、急伸地合一服でコアレンジは切り下がる。

ただ、原油相場が大きく下落すると、インフレ期待の後退か

ら積極的な利上げの必要性も後退することになる。このため、

6月24日の米国株が急伸するなど、リスク投資の地合に改善

の兆候も見られる。リセッションの脅威を原油相場が織り込

むことが、インフレ期待の低下を通じてリセッションの脅威

を低下させる可能性にも注意したい。

6月29日に石油輸出国機構（OPEC）総会、30日にOPECプラ

ス閣僚級会合が予定されている。OPECプラスは7月の増産幅

を日量64.8万バレルと、6月の43.2万バレルから引き上げて

いるが、8月も7月と同じ増産ペースが維持される見通し。7

月はバイデン米大統領の中東訪問が予定されているが、事前

に特別な対応は行われないとみられている。

一方、現時点ではリセッションは「リスク」に留まっており、

足元の需要環境は決して悪くない。中国の経済活動は正常化

しつつあり、北半球ではドライブシーズンの需要期が始まっ

ている。「脱ロシア」に象徴される供給制約の強さにも何ら

変化は生じておらず、需給バランスの不安定さにマーケット

の関心がシフトすると、早期に反発が打診される可能性もあ

る。週間需給統計などで在庫取り崩しが示されると、押し目

買いが入り易くなろう。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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